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「未来の年表」に見る5Gの活用(遠隔治療) 
 

よこはま高度実装技術コンソーシアム(YJC)   
 

顧問  宮代 文夫 

この「未来の年表」という本は図に示すように、最も確
実に到来すると言われている“人口統計”を基本とし
て、今後起こりうる事態をいろいろな角度から著述し
た本である。「狼が来た」風で、ややおどろおどろしい観
もあるが、かなり真実に近い予測本といえよう。 
   
この本を何と総務省が取り上げた。そして5Gと結びつ
け、これから世の中で起こることのかなりの部分を
5Gを初めとするハイテクで 補おうとする策を打ち出
した。 
 
  ここでは、まず「５G」のあらましを解説し、これを
遠隔医療に応用する試行実験の例をいくつか紹介
して参考に供したい。 19-06-15 GCM講演「5G応用」宮代 1 



5G(次世代移動通信システム)の位置づけ 

基地局、サービスエ
リア、使用周波数
まで変わるので 
大事であるが、スマ
ホ等の爆発的普及
に伴い、進めざるを
得ない状況となって
いる。 
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韓国、米国が主導権争いをして
いる。日本は来年の五輪が実験
場。欧州は静観。医療は重点
分野の一つ!! 
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 実証試験の内容は、和歌山県立医科大学と川上診療所に4Kモニターを設置し、エコー動画や4Kの
高精細カメラで撮影した患部画像を、5Gを使って診療所から和歌山県立医科大学へ高速伝送。双方
の医師が映像を見ながらTV会議によるリアルタイムなコミュニケーションを図るというものだ。 

試験でのポイントは、5G を活用した「問診用高精細TV会議」と「診断用高精細映像伝送」という、2
つの映像伝送の検証。システム構築では、5Gの基地局と端末局装置、さらに4Kの高精細画像伝送
のコーデック技術が重要な役割を担う(機材・装置はNEC)。 

遠隔医療実験例 －1：問診用高精細TV会議 
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和歌山県立医科大学 
循環器内科 地域医療支援センター 
卒後臨床研修センター 講師 
山野 貴司氏  
 「声や映像の遅延もほとんどなく、特に画質の良さは想像以上でした。 
送られてきたエコー動画で見る心臓の動きも鮮明で、診断の質も上がる 
と思います。また、TV会議を通しての患者さんとのやり取りは、Face to  
Faceで診察しているような感覚でした。皮膚の質感や患部の濃淡も明 
瞭で、皮膚科の医師も画質には驚嘆していました。」 
 
 
 
 
 一方で、山間部の川上診療所で実証試験に協力した医師は、その成果やメリットを、こう説明する。 
 皮膚の接写により患部を共有 
 「実証試験では、まるで県立医科大の先生がとなりにいて、 
患部画像を一緒に見ているような臨場感を感じました。専門 
医からの意見は、患者さんにとって信頼感が高まるとともに、 
診療所の医師にとっても専門知識の蓄積というメリットがあり 
ます。こうした先進の医療サービスは、将来和歌山県以外に 
もぜひ広がって欲しいです」と平林医師は期待を込める。 
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5Gを活用した遠隔診療サービスが実用化されれば、山間部や離島等で暮らす人や高齢者が遠くの病院に
通う負担を大幅に減らすことができる。また、近くの診療所に足を運ぶだけで専門医の意見が聞ける遠隔診
療は、都市と遠隔地における医療格差の解消にも大きく貢献する。 
 さらに、遠隔診療はさまざまな診療所の医師のスキルアップにもつながり、地域全体の医療サービスの向上
という成果も生み出せる。 
 「専門医から的確なアドバイスを受けられる遠隔診療は、各地に赴任した経験の浅い医師にとっても心強
い存在となるはずです。また、災害や事故現場から小型エコーで撮影した映像を高速伝送するなど、緊急医
療においても活用が期待できます。これからも、先進技術を積極的に取り入れて、地域全体の医療を支えて
いきたいと思います」と、和歌山県立医大の山野医師は今後の期待について語る。 
  
 
 
今回、実証試験の取りまとめ役として、通信インフラ提供や試験の性能評価を担うNTTドコモと、5Gの無線
局装置を担当したNECのスタッフに、それぞれ今回のプロジェクトに対する思いを聞いた。 
 株式会社NTTドコモ 
先進技術研究所 5G 推進室 5G方式研究グループ 
主任研究員 
増野 淳氏  
 「5Gの超高速通信は、エンターテイメント分野で注目を 
集めていますが、今回の高精細映像伝送を駆使した遠隔 
診療の試みは、医療分野における地域格差の是正に寄与 
し、社会的課題の解決にも役立つと感じています。今後も、 
ICTベンダーや多くの企業・団体と協業しながら、5G 活用に 
よる新たなビジネスモデルや価値を創出していきたいと考えて 
います。」 
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NEC テレコムキャリアBU 
ワイヤレスアクセスソリューション事業部 
和田 翔  
 「NTTドコモ様とは、5Gの活用においてさまざまな 
協業を行っています。都市部と遠隔地の間にある医 
療サービスの壁を『無線の力』で超える今回の取り組 
みには、大きなやりがいがあります。今後は、通信速 
度や品質のさらなる向上によって、診療だけでなく処 
置の分野まで、5G の無線の力で貢献できればと思 
います。」 
 
 
 
 
 遠隔診療をはじめとして、災害現場における無人の遠隔施工、AIを活用したパブリックセーフ
ティなど、5G による幅広い取り組みを進めているNEC。格差をなくした誰にもやさしい社会、よ
り安全・安心に暮らせる社会に向けて、5G 活用への期待はますます膨らむ。 
 
※ 本試験はNTTドコモが実施主体として総務省から請負った、平成２９年度「人口密集
地において１０Ｇｂｐｓを超える超高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの技
術的条件等に関する調査検討の請負」として実施されました。 
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５Ｇによる遠隔医療－次世代移動診療車による遠隔診療ー 
-NTTドコモ・取締役 中村 寛 氏- 

次世代移動診療車のコンセプト 
総合診療・各種健診へ対応する医療機器を搭載し、超高速・低遅延で通信可能な5Gを介してネットワーク接続され
た次世代移動診療車（図１）が、職場や各種施設、無医地区、災害現場などに赴き、総合病院との間で高精細の
診断映像とテレビ会議映像を同時に用いた遠隔診療を行うことが出来れば、より広いエリアでタイムリーに高度な医療を
提供することが可能となる。 
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「遠隔妊婦健診」の実証試験 
今回、NTT東日本関東病院とドコモは共同で、この5Gを応用した次世代移動診療車の具体的な利用シーンの一例
として、移動診療車の総合診療科ドクターと病院の産婦人科ドクターがテレビ会議を介してリアルタイムにコミュニケーショ
ンしながら移動診療車に搭載された各種医療機器を用いて遠隔妊婦健診することを想定した模擬試験の実施を通し
て、5Gを用いる次世代移動診療車による遠隔診療の実用性を検証した。 
遠隔妊婦健診を模擬する形で実施した今回の実証試験では、実際の産婦人科医師の監修のもと、移動診療車を模
擬したスペースに4Dエコー、4Kカメラ、乾式臨床化学分析装置、ベッドサイドモニタ等の医療機器を、総合病院の診察
室に医用画像管理システムPACS（Picture Archiving and Communication System）をそれぞれ配置し、 
さらに双方を接続する4Kテレビ会議システムを設置した上で、4Dエコー、4K接写カメラの各診断映像と4Kテレビ会議
映像を、移動診療車と総合病院間で実際に5Gおよび光ファイバを介して一括してリアルタイム伝送した（図２）。 
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実証実験 
実証試験では、実際に起こり得る妊婦健診を想定した３つのシーンを実行し、健診をサポー
トするツールとしてスマートフォン向け「母子健康手帳アプリ」（注2）も活用した。 
 
【シーン①】 移動診療車に「赤ちゃんの動きが少ない」と訴える妊婦が到着し、移動診療車
の総合診療科医師（以下、診療車医師）が総合病院の産婦人科医師（以下、病院医
師）に声をかけて健診を開始。最初に、妊婦がスマホアプリに普段入力していた健診結果を
4Kカメラで撮影しながら病院へ伝送し、内容の確認を依頼。病院医師が週数と母親の体重
の増加状況から、胎児の順調な発育を確認。 
 
【シーン②】 現在の胎児の様子を2D及び4Dエコーにより撮影した検査映像をリアルタイムに
移動診療車から病院へ伝送し、病院医師によりBPD（胎児頭大横径）が週数相当であ
ること、心臓の正常な鼓動、頭部・腕・足にかけて順調に発育している様子等を確認し、胎
児に問題の無いことを確認。さらに、PACSに記録されていた過去の妊婦健診の際の検査映
像と比較しても発育状況が順調であることを確認。 
 
【シーン③】 妊婦の診療車到着時に試行した採血検査の結果を診療車医師が確認し、ヘ
モグロビン値が若干の貧血を示していることを報告しつつ、4Kカメラでライブ撮影した妊婦の顔
色を病院医師に伝送。確かに貧血気味であることを確認した病院医師から、貧血が原因で
胎児に栄養が回らずに胎動が弱まった可能性を指摘し、分食により栄養をしっかり摂れるよう
にすることなどを指導して、健診を完了。 
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実証試験で得られた意見と考察 
【医師】 
① 5Gは、4Gに比べて鮮明なエコー検査映像とカメラ映像（図３） 
が専門医に伝送され、同時に４Kテレビ電話会議により同時に総合 
病院の専門医と相談しながら診察が可能。 
                    図3 エコー検査映像とカメラ映像 
② 鮮明なカメラ映像により、妊婦（患者）の顔色や皮膚の状態、 
そして怪我の状態も一緒に確認することができ、非常に有用性が高い。 
③ 遠隔診療の場合、普段の胎児の状態が分からない。母子健康 
手帳スマホアプリで母体と胎児の経過が一緒に見られることで、胎児 
の現在の状態と普段の状態を比較しながら健診することができる。産 
婦人科医に非常に有用である。 

【看護師】 
④ 離島や過疎地における妊産婦のケアを助産師がする場合、専門医へのアクセスが課題である。5G遠隔診療車により
専門医へのアクセスが可能であり、安心してタイムリーに助産を提供しケアができる。助産の現場で有用である。 

【妊婦】 
⑤ 妊婦健診は、最初４週に１回から、その後２週に１回行われる。 
妊婦にとって、定期的に休みをとって受診するのは負担がかかる。さらに、 
追加的な受診はなかなか難しい。地方に行くと産婦人科のクリニックや 
病院は少なくなる。移動診療・遠隔妊婦健診のニーズは高い。 
5Gを活用した次世代移動診療車による遠隔健診や遠隔診療の実 
現は、必要な医療や高度な医療を受けられる場所と機会を拡大し、 
医師不足、地方と都市部での医療格差、災害現場での医療の提供と 
いった各種社会課題の解決へ繋がることが期待される。 
将来的には、遠隔診療中に病院へ送られPACSに記録された診断映         
像をスマートフォンやタブレットなどへ転送して表示すること（図４）も 
可能であり、家族が胎児の元気な様子をリアルタイムに確認する等の 
応用も考えられる。                                      図4 診断映像の記録と表示                                              
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世界中どこからでも手術支援が 5G遠隔高度医療の最新事情 

モバイルSCOT」のイメージ模型（右上）、「MWC19バル
セロナ」の展示（右下）（左は村垣善浩教授）／（提
供写真） 

ＮＴＴドコモでは２０２０年に国内の５Ｇの商用サービ
ス開始を予定している。このインフラが整えば、将来的には
手術支援ロボットやＡＩ（人工知能）を組み合わせた
遠隔医療が実施できる可能性があるという。 
 

■移動式スマート手術室の開発も進行中 
 村垣教授らが実際に進めているのは、スマート治療室を
移動式にした「モバイルＳＣＯＴ（スコット）」の開発だ。
スマート治療室とは、手術で使う各種の医療機器をパッ
ケージ化し、ネットワークでつなぐことで、術中の患者の
状況などの情報をリアルタイムに整理統合し、医師やス
タッフ間で共有できる手術室のこと。同大が開発したス
マート治療室は「ＳＣＯＴ」と呼ばれ、ベーシックタイプは
すでに国内５施設の医療機関に導入され治療に使われ
ている。 
 
 今年２月にスペインで開催された世界最大級のモバイル
関連展示会「ＭＷＣ１９バルセロナ」で、ＮＴＴドコモが
５Ｇコーナーで展示したひとつがモバイルＳＣＯＴの構想
だ。  
これはＳＣＯＴを大型トレーラー内に設置した専用車で、
災害現場などへ急行できるようにした動くスマート治療室
です。それで展示では、その手術に精通するドクターが高
速鉄道で移動中という想定で、車内から５Ｇを使った遠
隔医療用の端末で実際にモバイルＳＣＯＴ内で手術を
している医師やスタッフにリアルタイムで助言や支援をすると
いったことを表して展示しました」 19-06-15 GCM講演「5G応用」宮代 20 


